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変更履歴
次の表に、このガイドの変更点へのリンクと変更が行われた日時を示します。最も新しい変更は

下の行に表示されます。

日付変更内容

2013年 12月 12日初版

このマニュアルについて
このマニュアルは、仮想化環境にCiscoUnifiedContact Center Enterpriseを導入するためのソリュー
ションである Cisco Packaged Contact Center Enterprise（Packaged CCE）の設定と容量の境界を一覧
します。 Packaged CCEでは、設定と容量規則を徹底して遵守することが必要です。このマニュ
アルで紹介するすべての必要条件に従う必要があります。
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このマニュアルは、Cisco Packaged Unified Center Enterpriseの現在のリリースでサポートされるす
べての構成とバージョンを指定します。このガイドの情報は、他の Packaged CCEのマニュアル
の互換性情報よりも優先されます。設定またはバージョンが指定されていない場合、その設定ま

たはバージョンはサポートされていません。

対象読者
このマニュアルは、システムエンジニアおよびパートナーを対象としています。

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

章

はじめに, （1ページ）：Packaged CCEソリューション、コンポーネント、
サポートされる機能の概要。

第 1章

システム要件およびサーバの設定 , （11ページ）：ハードウェアとソフト
ウェアの要件、耐障害性およびネットワーク構成。

第 2章

設定の制限値, （21ページ）：設定の制限と容量。第 3章

特徴と機能, （27ページ）：アルファベット順に、[管理ツール
（Administration Tools）]から [仮想化（Virtualization）]。

第 4章

関連資料

リンク製品名

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_
products_support_series_home.html

Packaged Contact Center Enterprise

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/
ps1844/tsd_products_support_series_home.html

Unified Contact Center Enterprise

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/
ps556/tsd_products_support_series_home.html

Unified Communications Manager

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9755/tsd_
products_support_series_home.html

Unified Intelligence Center

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11324/tsd_
products_support_series_home.html

Cisco Finesse

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/
ps1006/tsd_products_support_series_home.html

Customer Voice Portal
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CCE PAC M1の導入に関する情報については、Unified CCEおよび Unified CVPに関する現在の設
計ガイドを参照してください。このマニュアルはこれら 2つのガイドに優先されますが、いくつ
かの要素は共通です。

•『Cisco Unified Contact Center Enterprise Design Guide』http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
custcosw/ps1844/products_implementation_design_guides_list.html

• Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）ソリューションリファレンスネットワークデザ
イン（SRND）http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/tsd_products_support_
series_home.html

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。http://www.cisco.com/en/US/docs/general/
whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。 RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン 2.0をサ
ポートしています。

フィールドアラートおよびフィールド通知
シスコ製品が変更された可能性や、主要プロセスが重要であると判断された可能性があることに

注意してください。こうした情報は、シスコのフィールドアラートおよびフィールド通知メカニ

ズムを使用して通知されます。フィールドアラートおよびフィールド通知は、Cisco.comのProduct
AlertToolで登録すると受信できます。このツールを使用して関心のある製品を選択し、通知を受
信するプロファイルを作成することができます。

www.cisco.comにログインし、次の URLのツールにアクセスしてください。http://www.cisco.com/
cisco/support/notifications.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

アイコン、ボタン名、ダイアログボックス名など、画面に表示される項

目は、[ ]で囲んで表示しています。次に例を示します。

• [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。

• [終了（Finish）]をクリックします。

太字

イタリック体は、次の場合に使用しています。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したスキルを持
つエージェントの集合です。

•強調。例：数字の命名規則は使用しないでください。

•ユーザが置き換える必要がある構文値。例：IF (condition, true-value,
false-value)

•ドキュメントのタイトル。例：『Cisco Unified Contact Center
Enterprise Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

イタリック体

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されます。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。例：
<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

window フォント

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出力など）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されないもの（パ
スワードなど）。

< >
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第 1 章

はじめに

• Packaged CCE（CCE PAC M1）の概要, 1 ページ

• ソリューショントポロジ, 3 ページ

• CCE PAC M1のオプションおよび機能のサポート, 5 ページ

Packaged CCE（CCE PAC M1）の概要
PackagedCCEは 1000のエージェントをサポートし、A側ホストおよびB側ホストと呼ばれるデュ
プレックスUnified Computing System（UCS）C260M2サーバの単一ペアにシスココンタクトセン
ターコンポーネントを提供します。

これらのコンポーネントは、Cisco Systems, Inc.からダウンロードした OVAファイルに記述され
ているオンボックスの仮想マシン（VM）として展開されます。

Packaged CCE VMは、コンタクトセンターの機能に必要な一連の機能（呼処理、音声案内、高機
能な VXMLスクリプティング、音声応答収集、エージェントの選択、キューイング、およびレ
ポーティングなど）を提供します。環境制御、適切に定義された設定、および展開の境界によっ

て、CCE PAC M1は、ハイアベイラビリティおよびソリューションのサービスアビリティの強力
なソリューションです。追加されたメリットは、簡易化された順序付けと導入の配置、より簡単

な操作とメンテナンス、およびシステム設定と状態のモニタリングのために合理化されたブラウ

ザベース管理インターフェイスである Unified CCE Web管理です。

CCE PAC M1展開は、次の製品に対するオンボックスの仮想マシン（VM）をサポートします。
この表に記載されていないものはインストールできません。

注記必須かど

うか

VM

2つの CCEコールサーバ VM（A側ホストと B側ホ
スト）と 2つの CCEデータサーバ VM（A側と B
側）としてインストールされます。

YesCisco Unified Contact Center
Enterprise（Unified CCE）

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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注記必須かど

うか

VM

A側に 2つの CVP Call/VXMLサーバとして、B側に
2つ、A側に 1つをインストールします。

YesCisco Unified Customer Voice
Portal（Unified CVP）

A側にパブリッシャノードとして、B側に 1つのサ
ブスクライバノードとしてインストールされます。

YesCisco Unified Intelligence Center

A側にプライマリノードとして、B側に 1つのセカ
ンダリノードとしてインストールされます。

Finesseデスクトップを使用しない場合でも、
FinesseをオンボックスVMとしてインストー
ルする必要があります。

重要

YesCisco Finesse

サービスコールバック機能とVXMLレポーティング
に使用します。

CVP Reporting Serverをオンボックス VMとして B側
にインストールするか、または外部 CVP Reporting
Serverに接続するオプションがあります。

NoCisco Unified CVP Reporting
Server

Unified CMは 3つのオンボックス VMとして、また
はサブスクライバと接続するネットワーク接続された

外部 Unified CMパブリッシャとして必要です。

オンボックス Unified CMはパブリッシャとしてイン
ストールされます（サブスクライバノードを A側、
セカンダリサブスクライバノードを B側）。

YesCisco Unified Communications
Manager

注記外部マシン

オンボックスUnifiedCMVMを設定しない場合
は外部マシンとしてパブリッシャを追加しま

す。外部 Unified CMパブリッシャに接続する
と、自動的にそのサブスクライバに接続しま

す。

Cisco Unified Communications Manager

電子メールとWebコラボレーション管理に必
要です。

Cisco Unified Email Interaction Manager/Web
Interaction Manager

データのレポーティングに追加の HDS容量が
必要な場合や、データベースアクセス用に

Workforce Managementアプリケーションなどの
サードパーティ製アプリケーションに接続する

必要がある場合は、2つまで追加します。

外部 AW-HDS-DDS

—Cisco MediaSense
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注記外部マシン

WANを介した VXMLレポーティングに必要で
す。A側サーバと同じネットワーク上にある必
要があります。

Cisco Unified CVP Reporting Server

エージェント要求機能とソーシャルメディア管

理に必要です。

Cisco SocialMiner

関連トピック

ソリューショントポロジ, （3ページ）
Unified Communications Manager, （35ページ）
Unified CVPレポーティング, （32ページ）

ソリューショントポロジ
この図では、Unified Communications ManagerパブリッシャとサブスクライバがサイドAとサイド
Bのホストに「オンボックス」仮想マシンとしてインストールされている展開での、サイド Aと
サイド Bの仮想マシンの位置を示します。

外部 Unified Communications Managerを設定した場合、サイド Aには Unified CMパブリッシャま
たは Unified Communications Managerサブスクライバ 1はありません。サイド Bには Unified
Communications Managerサブスクライバ 2はありません。
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上の 2つの図に示す機能は、Packaged CCE用に完全修飾されており、『Packaged CCE Features
Guide』（http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_maintenance_guides_list.html）に記載さ
れています。
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CCE PAC M1 のオプションおよび機能のサポート
ここでは、Packaged CCEの CCE PACM1の展開でサポートされるオプションと機能、制限付きで
サポートされる機能、および現在サポートされていない機能を示します。

ホストサーバで使用できる統合型オプションと機能

サイドAサーバとサイド BサーバにインストールされたVMはこれらのオプションと機能を有効
にします。

•エージェントグリーティング

•輻輳制御

•サービスコールバック

• Unified CVPによるデータベース統合

•ライブデータ

•ロケーションベースのコールアドミッション制御（CAC）

•アウトバウンドオプション

•ポストコール調査

•精密なルーティング

•バックオフィスの電話機のサポート

• Unified Communications Managerベースのサイレントモニタリング

• Unified CVPレポーティング

•ウィスパーアナウンスメント

別のサーバにインストールできるオプション機能

これらの機能は、同じネットワーク上の別のサーバで使用可能です。

•エージェントの要求：SocialMinerが必要です。

•すべてのイベントのクライアント（記録、Wallboards、Workforce Management）

•自動音声認識および音声合成（ASR/TTS）

•顧客関係管理（CRM）

•拡張データ保持期間または業務管理アプリケーションなどのサードパーティアクセス用の
外部 AW-HDS-DDS

•既存の Unified Communications Managerとの統合

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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• MediaSense

•マルチチャネル：CiscoUnified E-Mail InteractionManagerとCiscoUnifiedWeb InteractionManager

• CTI OSベースのサイレントモニタ（SPANベースのサイレントモニタリングのみに必要）

制限付きでサポートされる機能

これらの機能は、説明するとおり、いくつかの制限付きでサポートされます。

未サポートサポート済み機能

セキュリティオンセキュリティオフCTI OS

コールバイコール固定コールモバイルエージェント

未サポートサポート済み音声インフラストラク

チャ

iSAC

iLBC

モバイルエージェント用の混

在コーデックリモートポート

およびローカルポートは同じ

コーデックを使用する必要があ

ります。

CVPプロンプト用の混在コー
デック。 CVPプロンプトはす
べて同じコーデックを使用する

必要があります。

IVR用：G.711 u-lawおよびG.711 a-law

エージェント用：G.711 u-law、G.711
A-law G.729および G.729a

コーデック

コンタクトセンターとの連携

がある場合の外部エージェント

デバイスとして異なるコーデッ

クの使用。

Unified CommunicationsManager
クラスタ間モビリティ機能

すべての音声要件外部 Unified
Communications Manager
のバックオフィスデバ

イスおよびエージェント

デバイス

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)
6

はじめに

制限付きでサポートされる機能



未サポートサポート済み音声インフラストラク

チャ

これらのUnifiedCommunications
Managerベースの（Cisco IP音
声メディアストリーミングア

プリケーション）メディアリ

ソースはサポートされていませ

ん。

•カンファレンスブリッジ

• MTP

これらのゲートウェイベースのメディ

アリソースがサポートされます。

•カンファレンスブリッジ

•トランスコーダおよびユニバー
サルトランスコーダ

•ハードウェアおよび IOSソフト
ウェアMTP

メディアリソース

マルチキャスト（Multicast）ユニキャスト：UnifiedCommunications
Managerサブスクライバソースのみ

このサイジングは、同じノードペア

のすべてのエージェントデバイスで

エージェントデバイスとバックオフィ

スデバイスの両方に対してエージェ

ントノードのみに適用されます。

保留音

ユーザデータグラムプロトコ

ル（UDP）を介した SIP、
H323、メディアゲートウェイ
コントロールプロトコル

（MGCP）

Secure RTP（SRTP）

伝送制御プロトコル（TCP）を介した
SIP（Session Initiation Protocol;セッ
ション開始プロトコル）

SIPシグナリングへの SIPの固定

プロトコル（Protocol）
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未サポートサポート済み音声インフラストラク

チャ

CiscoUnified SIP Proxyは、アウ
トバウンドオプションダイヤ

ラ以外のコールフローではサ

ポートされません。

ハイアベイラビリティ（HA）および
ロードバランシングはこれらのソ

リューションコンポーネントを使用

して実現します。

•ハイアベイラビリティを実現す
るために SIP Optionsハートビー
トメカニズムを使用する時分割

多重（TDM）ゲートウェイおよ
び Unified Communications
Manager。

•ハイアベイラビリティとロード
バランシングを実行するために

SIPサーバグループおよび SIP
Optionsハートビートメカニズ
ムを使用する Unified CVPサー
バ。

Cisco Unified SIP Proxyは特にダイヤ
ラからのアウトバウンドオプション

でのみサポートされます。

プロキシ

関連トピック

音声インフラストラクチャの要件

負荷容量, （24ページ）
アウトバウンドオプションの容量, （25ページ）

現在サポートされていないオプションと機能

現時点では、次のオプションおよび機能は Packaged CCE（CCE PAC M1）展開でサポートされて
いません。

これは詳細なリストではありません。通常、このマニュアルに記述されていないオプション

または機能は、この展開ではサポートされていません。

（注）

•自動着信呼分配（ACD）

• Cisco Agent Desktop
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• Cisco Agent Desktop Browser Edition

• Cisco Unified Contact Center Management Portal（Unified CCMP）

• Unified CVP Call Director

• ICMゲートウェイへの Cisco Intelligent Contact Management（ICM）

• CTI OSセキュリティ

•ダイヤル番号計画（DNP）

• Exony VIM

• ICMアプリケーションゲートウェイ

• ICM DBルックアップ

•親子

•リモートサイレントモニタリング (RSM)

• RTMT Analysis Manager Analyze Call Path

•時分割多重（TDM）（サードパーティ製レガシーの自動着信呼分配統合）

•トランスレーションルート

• Cisco Unified IP IVR、サードパーティ製音声自動応答（IVR）アプリケーション

•ビデオ

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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第 2 章

システム要件およびサーバの設定

• ハードウェア要件, 11 ページ

• ペリフェラルゲートウェイ, 12 ページ

• 仮想化ファイルを開く, 12 ページ

• VMwareホスティング , 13 ページ

• ソフトウェア, 13 ページ

• サイド Aサーバコンポーネントの設定, 16 ページ

• サイド Bサーバコンポーネントの設定, 17 ページ

• ソフトウェアライセンス, 18 ページ

• フォールトトレランス, 19 ページ

• ローカルエリアネットワーク通信, 19 ページ

• ネットワーク設定および QoS, 20 ページ

• データバックアップ, 20 ページ

ハードウェア要件
カスタマーサイトの Packaged CCE配置は、サイド Aのホストおよびサイド Bのホストと呼ばれ
る Unified Computing System（UCS）C-260M2サーバのペアを使用して、デュプレックス環境で実
行する必要があります。これらのサーバは次の表の仕様を満たしています。

Cisco UCS C-260 Technology Refresh Configuration
（TRC）シリーズ

サーバモデル

Intel(R) Xeon(R) CPU E7-2870（2.40 GHz）CPUタイプ（CPU Type）

10コア CPU X 2CPUコア

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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Cisco UCS C-260 Technology Refresh Configuration
（TRC）シリーズ

サーバモデル

128 GBメモリ

300 GBハードドライブ（HDD）X 16ディスク

コアサーバに統合されたデュアルポートコン

トローラがあり、クアッドポート 10/100/1GB
NICは CCE PAC M1 Cシリーズの一部です。

これらのポートは、VMwareホスト管理ととも
に Packaged CCEの可視ネットワークおよびプ
ライベートネットワークのためのVMware NIC
チーミングハードウェア冗長性用です。

その他の詳細については、インストールガイド

の「NetworkDesign」の章を参照してください。

仮想インターフェイス

ファームウェア：UCS C-260M2サーバで最新のファームウェアが動作していることを確認しま
す。これを確認するには、http://www.cisco.com/cisco/software/
type.html?mdfid=283862072&catid=282558030に進みます。

ペリフェラルゲートウェイ
2つのペリフェラルゲートウェイは CCE PAC M1の展開に必要です。

•これら 5つのペリフェラルインターフェイスマネージャ（PIM）による 1つの汎用 PG：

• 1つの Unified Communications Manager PIM

• 4つの音声応答装置（VRU）PIMこれらの 2つをサイド Aサーバの 2つの Unified CVP
に接続します。 2つをサイド Bサーバの 2つの Unified CVPに接続します。

• 2つの PIM（マルチチャネルとアウトバウンド）に対応可能な 1つのメディアルーティング
（MR）PG。

マルチチャネル PIMは Unified EIMとWIMまたは SocialMinerに使用できます。

仮想化ファイルを開く
OVAとしてパッケージされた仮想化形式のファイルを開き、CPU、RAM、ディスク容量、CPU
予約、およびメモリの予約を含む作成される VMの基本構造を定義します。

Packaged CCEの OVAファイルは Cisco.comにある CCE-PAC-M1-OVA-v10x.zipファイルに含まれ
ています。
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VMware ホスティング
VMバージョン 8と ESXiハイパーバイザ 5.1が必要です。

ソフトウェア

シスココンタクトセンターコンポーネント

オペレーティングシステムメジャーリリースバージョ

ン

コンポーネント

Microsoft Windows10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Contact Center
Enterprise

Microsoft Windows10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Customer Voice Portal

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

Unified CM10.0(1)以降のメン
テナンスリリース

Unified CM 9.1(1)以降のメン
テナンスリリース

Unified Communications
Manager

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

10.0以降のメンテナンスリ
リース

Unified Intelligence Center

Linuxベースの Unified
Communicationsオペレーティング
システム

10.0以降のメンテナンスリ
リース

Cisco Finesse

オプション：

Cisco Unified Email Interaction Manager/Web Interaction Manager - 9.0以降のメンテナンスリリース

Cisco SocialMiner - 10.0以降のメンテナンスリリース

Cisco MediaSense - 10.0以降のメンテナンスリリース

サードパーティ製ソフトウェア

このセクションでは、仮想化されたコンタクトセンターモジュールを提供するために必要なサー

ドパーティ製ソフトウェアについて示します。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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サードパーティ製ソフトウェアの要件は、ゴールデンテンプレートと直接インストールの両

方が対象です。

（注）

注記バージョンソフトウェア

用途：

• Unified CCEコールサーバ

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CVP Call/VXML Server

• Unified CVP OAMP Server

• Unified CVP Reporting Server

Windows Server 2008リモー
トデスクトップはソフト

ウェアのインストールまた

はアップグレードではサ

ポートされていません。

（注）

Service Pack 1Microsoft Windows Server
2008 R2 Standard Edition

Unified CCEデータサーバに使用され
ます。

Service Pack 2Microsoft SQL Server 2008
R2 x64 Standard Edition

Windowsプラットフォームで実行され
るすべてのアプリケーションに必要で

す。

次のいずれかになります。

• Symantec Endpoint
Protection 12.1

• Trend Micro Server Protect
バージョン 5.8

• McAfee VirusScan
Enterprise 8.8i

アンチウイルス

サポートされるブラウザ

次のブラウザはリリース 10.0でサポートされます。

• Microsoft Internet Explorer 9

• Mozilla Firefox 24以降

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)
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自動化ツール

自動化が実行されるクライアントで次のツールをダウンロードし、インストールします。

ダウンロードバージョンソフトウェア

http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_
home.htmlに進みます。

[Download Software]をクリックします。

Packaged Contact Center Enterprise展開スクリプトを選択します。

10.0(1)GoldenTemplateTool zipファ
イル

http://downloads.vmware.com/d/details/pcli50/dHRAYnQlKmpiZHAlJQ==5.0、32ビットPowerCLI

https://my.vmware.com/group/vmware/
details?downloadGroup=OVFTOOL350&productId=353

WinImageは Sharewareです。ライセンスコピーの購入
を選択しない場合、このツールを実行するとポップアッ

プが表示されます。ポップアップで [いいえ（No）]を
クリックすると続行できます。

（注）

32ビットOVFツール

http://winimage.com/download.htm。8.5、32ビットWinImage

--リリース 2003以降Microsoft Excel

基本設定ツールおよびユーティリティツール

ダウンロード注記ソフトウェア

次の URLにある [Download
Software（ソフトウェアのダウ
ンロード）]ページに移動しま
す。http://software.cisco.com/
download/
type.html?mdfid=284360381&i=rm

構成スクリプトのリンクをク

リックします。

次に、基本構成スクリプトに

zipファイルを選択します。

このソフトウェアはすべての PCCE
の導入に必要な特定の要素を自動的

に設定します。

CCEPACM1BaseConfig10x.ZIP

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
15

システム要件およびサーバの設定

自動化ツール

http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_home.html
http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_home.html
http://downloads.vmware.com/d/details/pcli50/dHRAYnQlKmpiZHAlJQ==
https://my.vmware.com/group/vmware/details?downloadGroup=OVFTOOL350&productId=353
https://my.vmware.com/group/vmware/details?downloadGroup=OVFTOOL350&productId=353
http://winimage.com/download.htm
http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm
http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm
http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm


次の URLにある [Download
Software（ソフトウェアのダウ
ンロード）]ページに移動しま
す。http://software.cisco.com/
download/
type.html?mdfid=284360381&i=rm

構成スクリプトのリンクをク

リックします。

その後、ドメイン名を変更する

ユーティリティを選択します。

このツールは、データベースに保存

されているドメイン名を変更するた

めの基本設定をインストールした後

で必要になります。

Domain_Update_Tool.zip

サイド A サーバコンポーネントの設定
RAM の予約（MB）仮想ネット

ワークアダ

プタタイプ

CPU の予約
（MHz）

HDD
（GB）

RAM
（GB）

vCPU*コンポーネン

ト

8192VMXNet350008084Unified CCE
コールサーバ

8192VMXNet3510080 + 75084Unified CCE
データサーバ

4096VMXNet3180015044Unified CVP
Server 1A

4096VMXNet3180015044Unified CVP
Server 2A

8192E1000800014684Finesse

予約なしVMXNet3予約なし8041Unified CVP
OAMPサーバ

10GB（10240MB）デフォルト80014664Unified
Intelligence
Centerパブリッ
シャ

6144VMXNet3360011062Unified
Communications
Managerパブ
リッシャ
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RAM の予約（MB）仮想ネット

ワークアダ

プタタイプ

CPU の予約
（MHz）

HDD
（GB）

RAM
（GB）

vCPU*コンポーネン

ト

6144VMXNet3360011062Unified
Communications
Managerサブス
クライバ 1

* vCPUは仕様上オーバーサブスクライブされています。

サイド B サーバコンポーネントの設定
RAM の予約（MB）仮想ネット

ワークアダプ

タタイプ

CPU の予約
（MHz）

HDD
（GB）

RAM
（GB）

vCPU*コンポーネン

ト

8192VMXNet350008084Unified CCE
コールサーバ

8192VMXNet3510080 + 75084Unified CCE
データサーバ

4096VMXNet3180015044Unified CVP
サーバ 1B

4096VMXNet3180015044Unified CVP
サーバ 2B

予約はありませんVMXNet3予約はありま

せん

72 + 43844Unified CVP
Reporting
Server（任
意）

8192E1000800014684Finesse

10GB（10240MB）デフォルト80014664Unified
Intelligence
Centerサブス
クライバ

6144VMXNet3360011062Unified
Communications
Managerサブ
スクライバ 2
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* vCPUは仕様上オーバーサブスクライブされています。

ソフトウェアライセンス

詳細必須かどう

か

Packaged
CCE ライセ
ンス SKU に
含まれてい

るか

数量ソフトウェアラ

イセンスまたは
PAK

4つの必要な Unified CVP Call/VXMLサーバごとに 1つの
PAK

YesYes4つの PAKUnified CVP

A側の Unified Intelligence Centerパブリッシャに適用する 1
つの PAK

YesYes1つの PAKUnified
Intelligence
Center

各 Unified Call Studioワークステーションに 1つの PAK。YesYes2つの PAKUnified Call
Studio

各オプション Unified CVP Reporting Serverにつき最大 2つ
の追加の Unified CVP PAK。

NoNo1つまたは
2つの PAK

Unified CVP
Reporting Server

必要な Unified CCEコールおよびデータサーバごとに 1ラ
イセンス = 4ライセンス。

必要な 4つの Unified CVPコールおよびデータサーバごと
に 1ライセンス = 4ライセンス。

Unified CVP OAMPサーバに 1ライセンス = 1ライセンス。

オプションの Unified CVP Reporting Server用の追加の
Microsoftサーバ 1ライセンス。

YesNo9 -10ライセ
ンス

Microsoft
Windows Server
2008

各データサーバに 1ライセンス。YesNo2ライセン
ス

Microsoft SQL
Server 2008

A側の C-260M2サーバに 2ライセンス、B側の C-260M2
サーバに 2ライセンス。

YesNo4ライセン
ス

VMware vSphere
Standardまたは
Enterprise ESXi
5.x

PackagedCCEゴールデンテンプレートの複製プロセスを使
用するパートナーにのみ必要。

NoNo1ライセン
ス

VMware vCenter
（ゴールデンテ

ンプレート展開

の場合）
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フォールトトレランス
Packaged Contact Center Enterpriseは、カスタマーのコンタクトセンターサイトの存続性とほとん
どの障害シナリオでリカバリを提供するデュプレックス（同期された）操作で主要アプリケーショ

ンコンポーネントを実行するために 2つのサーバを使用します。 Packaged CCEはラボモード以
外のシンプレックス（単一サーバ）の導入をサポートしません。

ルータおよび PGは共存しているため、デュアル（パブリックおよびプライベート）ネットワー
ク障害の予期しないイベントは、ルーティングが大幅に低下する可能性があります。デュアル、

並列ネットワーク障害からのリカバリは手動で調整する必要があります。

ローカルエリアネットワーク通信
PackagedCCEはVMware仮想スイッチ（vSwitch）を使用するため、また、障害および回復メカニ
ズムの性質により、シスコでは Packaged CCEのパブリックネットワークとプライベートネット
ワーク用の冗長物理スイッチに接続するために VMware NICチーミングを必要とします。この設
計の詳細については、『Packaged CCE Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

『Packaged CCE Installation and Upgrade Guide』に記載された詳細以外のネットワークアップリン
クでは、コンタクトセンターのリカバリや操作に影響を与える予期せぬ障害シナリオがアプリ

ケーションに生じる可能性があります。

このフォールトトレラント設計は、PackagedCCEのパブリックネットワークとプライベートネッ
トワークVLANにそれぞれ 1つずつ、2つのVMware vSwitchを指定します。各 vSwitchにはアク
ティブ vmnicとスタンドバイ vmnicが 1つずつあります。アクティブ/スタンバイの各ペアは、物
理NICアダプタ（アクティブなオンボードとアドインカード上のスタンドバイなど）で分割する
必要があります。この 4つの vmnicを 2～ 8つの物理スイッチに接続します。アップリンクの目
的は、単一障害（物理NICカード、ケーブル、物理スイッチ）によってパブリックネットワーク
とプライベートネットワークの両方の通信が同時に切断されないこと、または同じ vSwitchのア
クティブとスタンバイの両方が同時に切断されないことを保証することです。

VMwareおよびサーバ管理の vSwitchも、パブリックまたはプライベートネットワーク通信パ
スとは個別に VMwareのベストプラクティスに従ってエンタープライズ管理用に設定する必
要があります。

（注）

パッケージ CCEサーバが別々のデータセンターに配置されたキャンパス LANまたはMetro
MANはWANトポロジではありません。ただし、アプリケーションとフォールトトレランス
の操作のために、ネットワークは『Unified Contact Center Enterprise Design Guide』で説明され
ているWAN要件に従う必要があります。http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1844/
products_implementation_design_guides_list.html

（注）
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関連トピック

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_installation_guides_list.html

ネットワーク設定および QoS
ネットワークは QoSをサポートする必要があります。詳細については、次の URLにある『Cisco
Unified Contact Center Enterprise Design Guide』の「Bandwidth Provisioning and QoS considerations」
セクションを参照してください。http://www.cisco.com/en/US/partner/products/sw/custcosw/ps1844/
products_implementation_design_guides_list.html

データバックアップ
データバックアップツールはスケジュールしたメンテナンス時間内に実行する必要があります。

ローカルSQLバックアップを使用する場合は、ローカルマシンに十分な容量があることを確認し
ます。そうでない場合は、ネットワーク上のリモートストレージにバックアップします。
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設定の制限値

• Packaged CCEコンポーネントの容量, 21 ページ

• 負荷容量, 24 ページ

• アウトバウンドオプションの容量, 25 ページ

Packaged CCE コンポーネントの容量
この表は、Unified CCEと Packaged CCEの両方で使用されるコンポーネントの Packaged CCEの容
量を示します。 [アクティブ（Active）]カラムはルーティング制限で抑制されるコンポーネント
だけに関連します。

設定される最大/メモアクティブ機能/コンポーネント

100管理者

60001000エージェント

100エージェントトレースが有効

なエージェント

750250（最大1000の並列エージェ
ントに含まれる）

エージェント（Web Interaction
Manager/E-Mail Interaction
Managerエージェント）

1500

Unified CommunicationsManager
の CTIポートは、500ポート
（250の LCPポートと 250の
RCPポート）を超えられないこ
とに注意してください。

250（最大1000の並列エージェ
ントに含まれる）

エージェント（モバイル）

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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設定される最大/メモアクティブ機能/コンポーネント

1000100（最大1000の並列エージェ
ントに含まれる）

エージェント（エージェントの

要求）

1500250（最大1000の並列エージェ
ントに含まれる）

エージェント（アウトバウン

ド）

50チームごとのエージェント

10,000システムあたりの属性

50エージェントごとの属性

1000バケット間隔

200一括ジョブ

1000500コールタイプ

1000インターバルごとのコールタ

イプスキルグループ

50部署

10管理者 1人あたりの部門

1000デスク設定

1000ダイヤル番号（外部音声）

1000ダイヤル番号（内部音声）

500ダイヤル番号（マルチチャネ

ル）

500ダイヤル番号（アウトバウンド

音声）

2000バイトのシステム容量内
で任意の数の拡張コール変数を

作成できます。

永続的な配列変数は入力できま

せん。

20拡張コール変数（永続的）

1000ネットワーク VRUスクリプト

100スクリプトバージョン数

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)
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設定される最大/メモアクティブ機能/コンポーネント

2000プレシジョンキュー（システ

ムあたりの PQ）

5000プレシジョンキュー：システ

ムあたりの手順

10プレシジョンキュー：プレシ

ジョンキューごとの手順

5プレシジョンキュー：プレシ

ジョンキューごとの一意の属

性

15エージェントあたりのキュー

（スキルグループおよびプレ

シジョンキューの組み合わせ）

100理由コード

600100

ライブデータでは、100の
Intelligence Centerレポーティン
グユーザおよび 1000の Finesse
レポーティングユーザがサポー

トされます。

レポーティングユーザ

1000500ルーティングスクリプト

3000スキルグループ

10秒（デフォルト）スキルグループ統計情報の更

新間隔

30ロール

600100（最大1000の並列エージェ
ントに含まれる）

スーパーバイザ

10チームごとのスーパーバイザ

600100チーム

1エージェントあたりのチーム

20スーパーバイザ 1人あたりの
チーム
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関連トピック

Unified Intelligence Centerレポーティング, （29ページ）

負荷容量

設定される最大/メモ機能/コンポーネント

75の同時にアクティブな会議または 2250の最
繁時呼数。

このサイジングは、同じノードペアのすべての

エージェントデバイスでエージェントデバイ

スとバックオフィスデバイスの両方に対して

エージェントノードのみに適用されます。

コールのこの状態が終了すると、コールは通常

のコールとしてカウントされます。

会議

エージェントあたり 1時間 30コールまたは輻
輳制御で適用される 30,000の最繁時呼数

エージェントの最大コール負荷

エージェントあたり 1時間 12電子メール

エージェントあたり 1時間 10チャット

WIM/EIMエージェントの最大負荷

225の保留中のアクティブコールまたは 6750
の最繁時呼数

コールのこの状態が終了すると、コールは通常

のコールとしてカウントされます。

保留音（保留/復帰）

150の同時にアクティブな転送または4500の最
繁時呼数。

このサイジングは、同じノードペアのすべての

エージェントデバイスでエージェントデバイ

スとバックオフィスデバイスの両方に対して

エージェントノードのみに適用されます。

コールのこの状態が終了すると、コールは通常

のコールとしてカウントされます。

転送
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設定される最大/メモ機能/コンポーネント

ゲートウェイプロファイルに基づいて CE PAC
M1展開でサポートされる Unified CVPポート
の最大数は 1800です。

エージェントでのコール数とキューイングされ

たコール数（IVRポート）の合計は 1800を超
えることはできません。

各UnifiedCVPは、負荷を共有し、最大450ポー
トを処理するように設定されています。

フェールオーバーシナリオ中に運用UnifiedCVP
はロードシェアリングを倍にして最大900ポー
トまで処理します。

Unified CVP

アウトバウンドオプションの容量

設定される最大/メモ機能/コンポーネント

Cisco Unified Border Elementを設定する際、次の点を確認
してください。

• Cisco Unified Border Elementが音声ゲートウェイまた
はその他の終端ネットワークに接続したときに、終端

ネットワークまたは音声ゲートウェイの CPAをディ
セーブルにします。

• Cisco Unified Border Elementで 3つのダイヤルピアを
設定します。ダイヤルピアは以下で使用します。

•ダイヤラからの着信コール。

• Cisco Unified Border Elementの終端ネットワーク
への発信コール。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerにルーティ
ングされるコール。

• Cisco Unified Border Elementをグローバルに設定する
次のコマンドを発行します。

◦ no supplementary-service sip refer

◦ supplementary-service media-renegotiate

Cisco Unified Border Element

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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設定される最大/メモ機能/コンポーネント

1つだけがアクティブな各サイドに 1つ

ダイヤラタイプ：サポートされる SIPダイヤラのみ

システムあたりのダイヤラ

Packaged CCE配置では、1つのゲートウェイだけ接続でき
ます。 Packaged CCEおよび IOSゲートウェイで設定され
たポートの最大数は 500です。

アウトバウンドダイヤラに追加のゲートウェイを接続する

には、Cisco Unified SIP Proxyを使用できます。

ゲートウェイおよび SIPアウトバウンドダイヤラポート

各ダイヤラは1つのゲートウェイに接続できます。ゲート
ウェイ冗長性は次のとおりです。

•サイドAの音声ゲートウェイがダウンしている場合、
ダイヤラ Bが引き継ぎ、音声ゲートウェイ Bを使用
します。

•サイドBの音声ゲートウェイがダウンしている場合、
ダイヤラ Aが引き継ぎ、音声ゲートウェイ Aを使用
します。

ゲートウェイ冗長性

100（エージェントと IVRキャンペーンが含まれます）エージェントの数と IVRキャンペーン

10ポートスロットル

CUSPは複数の出力ゲートウェイを管理するためのアウト
バウンドオプションダイヤラでサポートされます。

プロキシまたは Cisco Unified SIP Proxy（CUSP）
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• 管理ツール, 27 ページ

• エージェントおよびスーパーバイザ, 28 ページ

• レポート, 29 ページ

• リモートオフィスオプション, 33 ページ

• サードパーティ統合, 33 ページ

• 音声のインフラストラクチャ要件, 33 ページ

• Packaged CCEの仮想化, 39 ページ

管理ツール
次の表に、Packaged CCE、CCE PAC M1で使用できる管理ツールを示します。

サポート済みツール

• Unified CCE設定ツール

• Unified CVP操作コンソール

• Unified CCE Web管理

プロビジョニング

• Script Editor

• Call Studio

サービス作成環境

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）分析
マネージャの診断

•システムコマンドラインインターフェイス（CLI）

サービサビリティ

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 設計ガイドリリース 10.0(x)    
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エージェントおよびスーパーバイザ

コールフロー

Packaged CCEはCisco Unified Customer Voice Portalを発信元とするコールをサポートしています。

Packaged CCEは、公衆電話交換網（PSTN）または他の SIP宛先へのコールバックを送信する SIP
REFER転送をサポートしますが、Packaged CCE内やその他のエージェントへのコール転送はサ
ポートしません。 SIP REFERの後に Packaged CCEはコールが終了したことを判断し、コールへ
の制御をそれ以上維持しません。

トランスレーションルートは Packaged CCEではサポートされません。（注）

関連トピック

負荷容量, （24ページ）

CRM 統合
Packaged CCEとカスタマーリレーションシップマネージメント（CRM）の統合は、Finesse API
または CTI OS Toolkitで許可されます。

次の方法を使用して CRMと統合できます。

• Finesseコンテナの CRM iFrame。この方法はシンプルかつ簡単ですが、詳細 CRMとの詳細
な統合は実現しません。

• Finesseコンテナのサードパーティガジェット。この方法は完全な CRM統合を実現します
が、サードパーティおよび Finesse APIを使用したカスタム開発が必要になります。

• CRMブラウザベースのデスクトップの Finesseガジェット。この方法は CRMアプリケー
ションに軽量の統合を実現します。

• Finesse Web APIまたは CTI OS APIまたは CRMアプリケーションに統合する CTIサーバプ
ロトコル。この方法は CRM統合を実現しますが、カスタム開発が必要になります。

• Cisco Solution Plusプログラムを通じて販売されている CRMコネクタ。

デスクトップおよびデスクトップのカスタマイズ

次がサポートされます。
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• Finesse APIによってカスタマイズ可能な Finesse

•次によってカスタマイズ可能な CTI OSデスクトップ：

◦ NET

◦ Java CIL

◦ Win32

録音（Recording）
Packaged CCEは、次の両方をサポートしています。

• Unified Communications Managerベース（ビルトインブリッジ）が推奨されます。これには
サードパーティの録音サーバが必要です。

•モバイルエージェントのスパン（サイレントモニタリングサーバ）。

サイレントモニタリング

Packaged CCEは次のいずれかをサポートし、両方はサポートしません。

• Unified Communications Managerベース（ビルトインブリッジ）

•モバイルエージェントの SPAN

Unified Communications Managerベースのサイレントモニタリングが設定されている場合は、
モバイルエージェントはモニタできません。

別のサイレントモニタリングサーバは SPANベースのサイレントモニタリングがモバイル
エージェントをモニタするために必要です。

（注）

レポート

Unified Intelligence Center レポーティング

レポートデータソース

デフォルトの展開は、リアルタイムおよび履歴およびコール詳細データが保存されるCCEデータ
サーバの Loggerデータベースから Unified Intelligence Centerデータを取得します。履歴データは
400日分、コール詳細データは 40日分保持されます。
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より長い保持期間または追加のレポーティングユーザが必要な場合、あるいは、サードパーティ

アプリケーションに接続してWorkforceManagementなどのレポーティングデータにアクセスする
場合、管理サーバ、リアルタイム、履歴データサーバ、詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）を
最大 2つの個別サーバにインストールするオプションがあります。

Packaged CCEの仕様に遵守するため、ロガーのインストール中に Loggerデータベースは事前
に 665GB/400日に設定されます。

（注）

履歴データサーバへの

保持期間

ロガーへの保持期間サポートされるアプリ

ケーション

レポーティングデータ

ソース

N/A：HDSはインス
トールされていませ

ん。

ロガーデータベースの

保持期間は、履歴要約

データは 400日分（13
か月）、終了コールの

詳細（TCD）および
ルートコール詳細

（RCD）レコードは40
日分です。

Unified CCE Webセッ
トアップを使用して

データベース保持設定

テーブルを変更する方

法の詳細については、

『Cisco Packaged
Contact Center
Enterprise Installation
and Upgrade Guide』を
参照してください。

CiscoUnified Intelligence
Centerは、サポートさ
れている唯一のレポー

ティングアプリケー

ションです。

CCEデータサーバのロ
ガー
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履歴データサーバへの

保持期間

ロガーへの保持期間サポートされるアプリ

ケーション

レポーティングデータ

ソース

HDSの標準 Unified
CCE保持期間は 1095
日です。

ロガーデータベースの

保持期間は、履歴要約

データは 30日分（1か
月）、コールの詳細

データは 14日分（2週
間）です。

外部HDSを使用する場
合は、ロガーの拡張保

持期間は必要ありませ

ん。

• Cisco Unified
Intelligence Center

• SRNDで参照され
る外部アプリケー

ション。次の作

業を行います。

◦サードパー
ティのレ

ポーティン

グアプリ

ケーション

◦サードパー
ティの
Workforce
Management
アプリケー

ション

外部 AW-HDS-DDS

ユーザ 1 人あたりの負荷を報告します。

各レポーティングユーザは 4つの同時リアルタイムレポートおよび 2つの履歴レポートを実行で
きます。

•リアルタイムレポートには 100行が含まれます。

•履歴レポートには 2000行が含まれます。

合計レポーティングユーザ

Packaged CCEデータサーバが Cisco Unified Intelligence Centerのデータソースの場合、最大 100
の同時レポーティングユーザが Unified Intelligence Centerペアを介してサポートされます。

Live Data Agent Real TimeおよびAgent SkillGroup Real Timeレポートでは、100の Intelligence Center
レポーティングユーザおよび 1000の Finesseレポーティングユーザがサポートされます。

外部 AW-HDS-DDSが Packaged CCE展開に追加され、Cisco Unified Intelligenceセンターでデータ
ソースとして使用される場合、最大 200の同時レポーティングユーザがUnified Intelligence Center
ペアを介してサポートされます。
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Unified CVP レポーティング
サイド Bの CVP Reporting Serverに仮想マシン（VM）をセットアップできます。また、サイド
Aと同じネットワーク上に 1つの外部 CVP Reporting Serverを追加できます。

展開するUnified CVP Reporting Serverの数と場所は、サービスコールバック機能およびVXMLレ
ポーティングの使い方に基づきます。

WAN経由の導入の場合、サービスコールバック機能と VXML詳細レポート機能は相互に排他的
です。

外部 CVP Server が
必要

サイド B の CVP
VM が必要

WANLAN

NoYesYesYesサービスコール

バック機能のみ

NoYes—YesVXMLレポーティ
ングのみ

YesYesYes—VXMLレポーティ
ングのみ*

NoYesNoYesコールバック機能

と VXMLレポー
ティング

*ネットワーク遅延はWANベースの CVPレポーティングに影響します。
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リモートオフィスオプション
この図は、Packaged CCEでサポートされるリモートオフィスオプションを示しています。

図 1：リモートオフィスオプション

サードパーティ統合

データベース統合

Unified CVP VXML Serverがサポートされます。

音声のインフラストラクチャ要件

コーデック

G.711 オーディオコーデックのサポート
Packaged CCEはコールが 2ポイント間で最初に接続するときにオーディオコーデックをネゴシ
エートします。たとえば、コーデックは、次の場合にネゴシエートされます:

•コールがシステムに着信し、メディアは入力ゲートウェイとVXMLブラウザの間で確立され
ます。
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•キュー内のコールがエージェントに接続し、メディアが入力ゲートウェイとエージェントの
電話機の間で確立されます。

•エージェントはコール会議をし、すべての参加者と会議リソース間のコールおよびメディア
が確立されます。

コーデックの選択は、各コンポーネントでサポートされるコーデックに応じて、コールの各レッ

グで変更できます。

G.711の音声コーデックには 2種類あります。

• G.711 muLaw：北米および日本で使用

• G.711 A-Law：他の場所で使用

Packaged CCEは両方の音声コーデックをサポートします。

会議（Conferences）
負荷容量, （24ページ）を参照してください。

Cisco Unified Border Element
Packaged CCEは、Cisco Voice Portalおよび Unified Communications Managerに接続された ISR G2
ベースの Cisco Unified Border Element（Unified Border Element）を使用して SIPサービスプロバイ
ダートランキングをサポートします。

Cisco UBEは、SIPサービスプロバイダーからUnified CVPへのコールをエージェントに配信する
SIP正規化および相互運用性のためのセッションボーダーコントローラ（SBC）の役割を実行し
ます（SP CLOUD <--> Unified Border Element <--> CVP）。

次の点に注意してください。

•ソフトウェアライセンスは Unified Border Elementを実行する必要があります。次の URLの
発注ガイドを参照してください。http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6790/
gatecont/ps5640/order_guide_c07_462222.html

• VXMLゲートウェイは、Ingress Unified Border Elementから分離されている必要があります。
ゲートウェイの組み合わせは、容量要件によってニーズが増大しない場合は、より小規模な

展開で使用できます。

• Packaged CCEは IVRにG.711をサポートしますが、エージェントでG.711とG.729の両方を
サポートするため、エージェントが G.729を使用している場合は、通話中のコーデック変更
に細心の注意を払うことが重要です。

• SIPキャリアプロバイダーでサポートできる場合はコーデックでの通話を再ネゴシエーショ
ンします。そうでない場合は、Unified Border Elementはコールをトランスコーディングする
必要があります。これは Unified Border Elementキャパシティに影響します。
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• Cisco Voice Portalに付属するデフォルトのプロンプトは u-lawにあります。展開に a-lawコー
デックを使用する必要がある場合は、これらはa-lawプロンプトと交換する必要があります。

関連トピック

ゲートウェイ, （35ページ）

Unified Communications Manager
サイド Aホストおよびサイド Bホスト上の Unified Communications Managerパブリッシャおよび
サブスクライバをインストールすることも、外部サーバに展開された既存のUnifiedCommunications
Managerと統合することもできます。

いずれの場合も、エージェントデバイスおよびバックオフィスデバイス（Packaged CCE Unified
CommunicationsManagerに接続されているが、エージェントの電話として使用されないデバイス）
はこの項で次の警告のあるすべての音声インフラストラクチャ要件の影響を受けます。外部Unified
Communications Managerのバックオフィスデバイスは、コンタクトセンターと連携しない限り何
の制約も受けません。コンタクトセンターと連携する場合、外部エージェントデバイスと同じ

コーデックを使用する必要があります。

Unified Communications Managerクラスタ間モビリティ機能はこの展開ではサポートされませ
ん。

（注）

関連トピック

制限付きでサポートされる機能, （6ページ）

IVR およびキューイング
Unified CVPは、サポートされている唯一の IVRです。

ゲートウェイ

Packaged Contact Center Enterpriseは、入力、VXMLおよび SIPアウトバウンドダイヤラ用に組み
合わせた、または個別の TDMゲートウェイと音声ゲートウェイでのみ ISR-G2ゲートウェイをサ
ポートします。

配置モデルを設計する場合、ゲートウェイのキャパシティを考慮してください。

3925Eおよび 3945Eはこの導入に最適なゲートウェイです。次の表に、サポートされるオプショ
ンを示します。これらの IOSリリーストレインおよびそれ以降のMトレインがサポートされま
す。
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要件カテゴリ

ISR G2 29xx、39xxハード

ウェア

オプショ

ン

ソフトウェアフィーチャ

セット

バージョンハードウェアモデルソフト

ウェア

オプショ

ン
Universal15.1(4)M7

15.2(4)M4

15.3(3)M1

ISR G2 29xx、39xx

提示されたゲートウェイプロファイル

次のゲートウェイプロファイルは提示されますが、CCE PAC M1の導入に必須ではありません。
独自のゲートウェイプロファイルを構築する場合はガイドラインとして使用してください。

ゲートウェイポートの最大容量は、実行中の（通話）エージェントとCVPでキューイングされた
着信コール（IVRポート）の間で共有されます。
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注記プロファイル

各ゲートウェイは、通常の動作時に、冗長ペアと負荷を共有する

よう設定します。通常の動作では、各ゲートウェイは、容量の

半分近くのロードを処理します。

フェールオーバーシナリオでは、各ゲートウェイは、サポート

されている最大負荷で動作します。

各ポートは ASR/TTSを含む TDMおよび VXML機能を提供しま
す。

これらのプロファイルには、アクティブな会議とアクティブな転

送のサイズ変更が含まれます。

3945Eゲートウェイでは、単一の組み合わせゲートウェイは同時
VoiceXMLセッションおよび VoIPコールの数を超えることはで
きないことに注意してください。

PROFILE-500

各サイドに 1つの 3945Eゲートウェイにより、最
大 500のポート総数。

冗長性とロードバランシング合計ポート用の 2つ
のゲートウェイ。各ゲートウェイに次が必要です。

• T1/E1：22

• DSP：3つの PVDM3-256

•メモリ（DRAM）：4 GB

PROFILE-1000

各サイドに 2つの 3945Eゲートウェイのある最大
1000の合計ポート。

冗長性とロードバランシング合計ポート用の 4つ
のゲートウェイ。各ゲートウェイに次が必要です。

• T1/E1：22

• DSP：3つの PVDM3-256

•メモリ（DRAM）：4 GB

PROFILE-1800

各サイドに 4つの 3945Eゲートウェイのある最大
1800の合計ポート。

冗長性とロードバランシング合計ポート用の 8つ
のゲートウェイ。各ゲートウェイに次が必要です。

• T1/E1：22

• DSP：3つの PVDM3-256

•メモリ（DRAM）：4 GB

関連トピック

負荷容量, （24ページ）

デバイス数

最大 1000のコールを同時に処理できる最大 2000のデバイスが登録されます。

すべてのエージェントのデバイスは同じノードのペアになります。
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外部UnifiedCommunicationsManagerを使用すると、この制限はエージェントデバイスのノードだ
けに適用されます。

電話機

PackagedCCEは、電話機がビルトインブリッジ（BIB）、SIP（Session Initiation Protocol;セッショ
ン開始プロトコル）でのCTI制御機能をサポートする限り、UnifiedCCEでサポートされるすべて
の電話機をサポートします。

複数の電話機能がサポートされます。

ビデオオプションと Skinny Call Control Protocol（SCCP）の電話機はサポートされません。

次の表に、サポートされる電話機を示します。特に断りがない限り、CTIOS、Finesseはどちらも
サポートされます。ここに記載されるすべての電話機は BIBをサポートし、SIPとして設定され
る必要があります。

注記電話機

Finesseは電話機が単一回線だけに設定されている場合に 99xxシリーズ電話
機をサポートします。複数回線はサポートされません。システムのすべて

の電話機は、[最大コール数（Max Calls）]を 2、[ビジートリガー（Busy
Trigger）]を 1に設定する必要があります。

CTI OSはサポート 9951および 9971をサポートします。

99xxシリーズ

Finesseは電話機が単一回線だけに設定されている場合に 89xxシリーズ電話
機をサポートします。複数回線はサポートされません。システムのすべて

の電話機は、[最大コール数（Max Calls）]を 2、[ビジートリガー（Busy
Trigger）]を 1に設定する必要があります。

CTI OSは 8941、8945、および 8961をサポートします。

89xxシリーズ

7975がサポートされます。797xシリーズ

7961、7962、および 7965がサポートされます。796xシリーズ

7941、7942、および 7945がサポートされます。794xシリーズ

7911がサポートされます。791xxシリーズ

7821、7841、7845、および 7861が完全にサポートされます78xxシリーズ

6921、6941、6961、および 6945がサポートされます。69xxシリーズ

バージョン 8.6(x)がサポートされます。Cisco IP
Communicator

Finesseは音声メディアの終端をサポートします。ビデオはサポートされま
せん。

CTI OSは、現時点では Jabberをサポートしません。

Windows 9.2での
Jabber
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注記電話機

Cisco IP Phoneの DX650バージョンがサポートされます。DX650

転送

負荷容量, （24ページ）を参照してください。

Packaged CCE の仮想化

VMware 機能のサポート

次のリストは、実稼働中に、既知または予期しない動作によってアプリケーションに負荷のある

状態で Packaged CCEでサポートされる VMware機能を指定します。実稼働でサポートできない
VMware機能の多くは、中断されても業務に影響を与えないカスタマーの予定されたメンテナン
スダウンタイム中に使用できます。一部のサポートされない機能は Packaged CCE検証ルールの
機能が原因の違反によって決定されます。

Packaged CCE のサポートVMware 機能

YesVMテンプレート（OVA）

Yes仮想マシンのコピー

Yes異なる ESXiホストでの仮想マシンの再起動

No仮想マシンのサイズ変更

NoVMware Hot Add

Yes複数の物理 NICおよび vNIC

NoVMware High Availability（HA）

NoVMware Site Recovery Manager（SRM）

NoVMware vNetwork Distributed Switch

NoVMware vMotion

NoVMware Dynamic Resource Scheduler（DRS）

NoVMware Dynamic Power Management
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Packaged CCE のサポートVMware 機能

NoLong Distance vMotion

NoVMware Storage VMotion

ホストのパッチ適用がサポートされます。

VM OSのパッチ適用はサポートされません。

VMware Update Manager（VUM）

NoVMware Consolidated Backup（VCB）

NoVMware Data Recovery（DR、VDR）

NoVMware Snapshots

NoVMware Fault Tolerance（FT）

NoVMware vCenter Converter

NoVMsafe

No

ゴールデンテンプレートのプロセス

については、次のURLの『Installation
andUpgradeGuide』を参照してくださ
い。 http://www.cisco.com/en/US/
products/ps12586/prod_installation_
guides_list.html

（注）

VMware vShield

NoUCアプリケーションをパッケージングした仮
想アプライアンス

Noサードパーティ製のVMベースのバックアップ
ツール

Noサードパーティ製の VMベースの展開ツール

Noサードパーティ製の Physical To Virtual（P2V）
移行ツール

NoSANからの VMwareブート

ESXi カウンタ

ESXiサーバおよび仮想マシンは、これらの重要な ESXiパフォーマンスカウンタの制限内で動作
する必要があります。
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パフォーマンス指標お

よびしきい値

説明単位測定内容オブジェク

ト

カテゴリ

このカウンタはゼロで

ある必要があります。

ゼロ以外の値は、スト

レージパフォーマンス

に問題があることを示

します。

期間内にこの

ディスクで中止

されたディスク

コマンドの数。

ディスクアレイ

によるコマンド

への応答に時間

がかかり過ぎて

いる場合、ディ

スクコマンドは

中止されます。

（コマンドタイ

ムアウト）

番号

（Number）
Disk Command
Aborts• ESXi

サーバ
vmhba
ID

• VM
vmhba
ID

ディスク

24ミリ秒以上の遅延
は、ディスクアレイの

過使用、誤動作、また

は設定ミスの可能性が

あることを示します。

ゲスト OSから
見た、コマンド

に要する時間の

平均値。 Disk
CommandLatency
は、Kernel
CommandLatency
と Physical
Device Command
Latencyの合計で
す。

ミリ秒Disk Command
Latency• ESXi

サーバ
vmhba
ID

• VM
vmhba
ID

ディスク

Kernel Command Latency
は、Physical Device
CommandLatencyに比べ
て非常に小さく、ゼロ

に近い値である必要が

あります。ESXiカーネ
ルに多数のキューが発

生している場合は、
Kernel Command Latency
が大きくなり、Physical
Device Command Latency
を上回ることもありま

す。

ESXi Server
VMKernelで 1コ
マンドあたりに

費やされた平均

処理時間

ミリ秒Kernel Disk
Command
Latency

• ESXi
サーバ
vmhba
ID

• VM
vmhba
ID

ディスク
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